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１ 研究テーマ名 

    生徒の思考力・判断力・表現力を育む授業実践 
～活用力を高める主体的・対話的で深い学びを通して～ 

 

２ テーマの成果指標及び結果 

成 果 指 標 

【全指定校の共通指標】 

① 同一生徒における、各教科の平均正答率の到達基準（十分達成）に

対する比   □中学校２年 ： 実施教科（５科目） 

（Ｈ２８年１２月調査【中１時】とＨ２９年１２月調査の比較） 

② 同一生徒における、「活用」問題の平均正答率の到達基準（十分達成）

に対する比  □中学校１年・２年 ： 国語、数学 

（Ｈ２９年４月調査と１２月調査の比較） 

【各指定校の独自指標】 

③普段の授業で授業の目標が示しているという生徒の割合 

④普段の授業で振り返りの活動を行っているという生徒の割合 

⑤普段の授業で話し合う活動を行っているという生徒の割合【中学校区内

共通】 

⑥活用問題無回答率の県との差を、１２月調査で、４月調査比で１Ｐ広

げる。 

⑦定期テストでの活用問題を昨年度より多く出題し、分析する。 

⑧学級活動、学年活動、学校行事等の活動で、自ら関わろうとしている生徒

の割合 



成果指標の結果 

【中学２年生】 

教科名 
 

H28 年 12 月 
⇒ 

目標 

H29年 12月 
⇒ 

結果 

H29 年 12 月 

国 語 １．０２ ⇒ １．０４ ⇒ ０．８６ 

社 会 ０．８６ ⇒ ０．８８ ⇒ ０．７３ 

数 学 ０．８６ ⇒ ０．８８ ⇒ ０．６５ 

理 科 ０．７０ ⇒ ０．７２ ⇒ ０．５７ 

英 語 ０．９８ ⇒ １．００ ⇒ ０．７７ 

② 【中学１年生】 

教科名 
 

H29 年 4 月 
⇒ 

目標 

H29年 12月 
⇒ 

結果 

H29 年 12 月 

国 語 ０．４２ ⇒ ０．４４ ⇒ １．０８ 

数 学 ０．６４ ⇒ ０．６６ ⇒ ０．４３ 

② 【中学２年生】 

教科名 
 

H29 年 4 月 
⇒ 

目標 

H29年 12月 
⇒ 

結果 

H29 年 12 月 

国 語 ０．９４ ⇒ ０．９６ ⇒ ０．９９ 

数 学 ０．４８ ⇒ ０．５０ ⇒ ０．５８ 

【独自指標の目標】 

③ 「肯定的」回答の割合（生徒） 

（４月）   ⇒   （目標）   ⇒   （結果） 

９７％        １００％     ９８％（＋１％） 

④ 「肯定的」回答の割合（生徒） 

（４月）   ⇒   （目標）   ⇒   （結果） 

    ６６％          ８５％    ８２％（＋１６％） 

⑤ 「肯定的」回答の割合（生徒） 

（４月）   ⇒   （目標）   ⇒   （結果） 

    ９３％        １００％     ９０％（－３％） 

⑥ １・２年国語・数学の無回答率の（県－本校）との差（生徒） 

（４月）   ⇒   （目標）   ⇒   （12 月：結果） 

１国 －０．３Ｐ   ＋０．７Ｐ      ＋１．９Ｐ（＋２．２） 

１数 ＋０．５Ｐ   ＋１．５Ｐ      ＋０．１Ｐ（－０．４） 

２国 ＋１．８Ｐ   ＋２．８Ｐ   ＋１．８Ｐ（ ０） 

２数 ＋０．６Ｐ   ＋１．６Ｐ   ＋１．７Ｐ（＋１．１） 

⑦ 「肯定的」回答の割合（職員） 

（４月）   ⇒   （目標）   ⇒   （結果） 

    ８９％      １００％      ９１．３％（＋２．３％）  

⑧ 「肯定的」回答の割合（生徒） 

（４月）   ⇒   （目標）   ⇒   （結果） 

    ７６％      ８５％      ８８．７％（＋１２．７％） 



（結果の考察） 

 中学2年生の追跡調査において、平均正答率の到達基準に対する比は、 

5 教科すべて、下回っている。このことは、授業への取組や家庭学習に

影響していると考えている。特に、基礎・基本が確実に理解しながら、

活用問題に取り組めるようにしていた。教師の授業におけるみとりより

も生徒の実態がよくなく、観点別に指導の充実しなければならないこと

がわかった。 

 一方、活用問題については、中学 2年生は、国語、数学とも平均正答

率の到達基準に対する比が高まっている。特に著しかったのが、1 年生

の国語である。０．６６のびている。4月の結果を受け、単元ごとにＡ 

４一枚程度の用紙に書く取組を実践している。内容は、登場人物への手

紙・オノマトペを使った条件作文・リライト・故事成語の生活体験文な

どである。書く作業を通して、活用力問題に対応できるようになってい

ることがわかる。 

 授業の目標（学習課題）と振り返りの活動に対して生徒は肯定的な意

見が多かった。しかしながら、話し合う活動を行っているという生徒の

割合は昨年よりも下回っている。学年別に見ると、3年生９１．４％、2

年生８６．６％、1 年生８１．１％であった。教師は、学年の学習状況

に応じた授業形態を指示したと考えられる。 

 活用問題無回答率は、県の平均に比べて低くなっている。 

 定期テストにおいて活用問題を出題し、解説を全職員でとりくんでい

るが、計画的な出題と内容の充実が望まれる。 

 総合・学級活動・生徒会活動・係活動において、自分の目標やめあて

を決めて取り組ませることについては、大幅に向上しており、生活へ実

践していることが伺える。 

 

３ 実施期間 

   平成２９年５月  ～  平成３０年３月 

 

４ 実施実績 

（１）協議・検討のための会議等の開催実績 

名称及び構成 人員数 開催日等 

○活用力向上に係る小中連携研究推進委員会 

校区内：（校長、教頭）、（研究主任、学力向

上Ｃ） 

○研究推進委員会（校長、教頭、教務兼研究主

任、各部会長） 

 

 

○校内研究会各部会 

2 名×

4校 

 

５名 

 

 

 

 

6 月 15 日、12 月 18 日、3月 1日 

 

 

4 月 4日、5月 8日、6月 5日、 

7 月 6日、8月 16 日、9月 14 日、 

11 月 2 日、11 月 29 日、1 月 11

日、2月 2日、3月 12 日 

4 月５日、19 日、5月 12 日、 



 ①授業づくり部会 

 ②学習環境部会 

９名 

９名 

6 月 7日、6月 28 日、7月 12 日、

8月 9日、8月 16 日、9月 20 日、

10 月 4 日 

10 月 11 日、11 月 8 日、12 月 6

日、12月 12 日、1月 17 日、2月

8日、3月 14 日 

（２）実施した調査・研究活動 

・「習得・活用・探究」活動、「活用力を高める授業」研究、主体的・対話的で深い学び等

に関する共通理解研修 

・全国調査の「Ｂ問題」や県調査の「活用に関する問題」の内容分析 

・各校、各部会における研究の柱・内容・実践の提案・検討 

・小中連携による取り組みの提案・検討 

・活用力を高める研究授業公開（全教科：３回×３教科） 

・児童生徒の実態調査・分析 

・平成 29年度次世代型教育推進セミナー（アクティブ・ラーニングについて考える）の伝

達及及び授業研究会のあり方の検討 

（３）その他、当事業において実施した事項 

・授業公開及び研究協議会の開催 

・活用力向上に関する取り組みを、学校ＨＰで紹介 

・テストウィークスにおける小中合同、家庭学習強化週間の実施 

・チャンスタイムにおける習得事項の確認 

５ 教育事務所、佐賀大学、教育センター等の活用実績 

実施時期 

（ 月 日） 

協力要請先 

支援要請先 

協力要請・支援要請の実績 

６月１５日 神埼市教育委員会 第 1回学力向上推進連絡協議会 

平成 29 年度活用力の向上の取り組みについて 

  ６月２８日 東部教育事務所 

 

授業研究に係わる事前指導 

英語 管理主事兼指導主事 家永 裕行 

６月２８日 東部教育事務所 第 1回 授業公開 

英語    管理主事兼指導主事 家永 裕行 

社会    指導主事      北原 哲也 

美術    指導主事      筒井 浩司 

 ８月７日 東部教育事務所 Ｑ－Ｕ分析 学習集団作り指導 

   指導主事      田中 千恵子 

１０月４日 東部教育事務所 第 2回 授業公開 

保健体育  指導主事      馬郡 直樹 

理科    指導主事      筒井 浩司 

音楽    指導主事      田中 千恵子 

１２月１２日 東部教育事務所 第 3回 授業公開 

国語    指導主事      牟田 和恵 



数学    指導主事      筒井 浩司 

技術・家庭 指導主事   北原 哲也 

１２月１８日 神埼市教育委員会 第２回学力向上推進連絡協議会 

活用力の向上の取り組みについて【小中】 

３月 1日 神埼市教育委員会 第３回学力向上推進連絡協議会 

活用力の向上の取り組みの振り返り【小中】 

 

６ 研究の成果 

昨年度から２年間にわたり、生徒の活用力を高めるために授業に主体的・対話的で深い学び

の視点を取り入れた授業実践を行ってきた。授業公開を全教科で実施することができ、職員の

意識の向上だけでなく、授業の充実を図ることができた。初年度の授業実践に取り組む中で、

「めあて」、「まとめ」、「振り返り（本校では、Ｃ‐time と命名）」を必ず行うよう授業改善を

行った。２年次は「Ｃ‐time」を「本時を振り返って、学んだことや分からないこと、活かし

たいことを、自分の言葉で表現する時間」と定義付けた。また、「Ｃ‐time」を設定する場面を

「まとめ」の段階の次に位置付け、教科横断的に活用する授業実践に取り組むことができた。 

平成２９年度佐賀県学習状況調査の１２月調査では、「活用に関する問題」については、前回

の検査よりも中１国語・中 2国語・数学で上回ることができ、取組が効果的であったといえる。

また、同時期に実施したアンケートでは、「授業では、毎時間の学習課題を示している」と回答

した教師は 100％、「授業では、振り返り（Ｃ‐time）の活動を行っている」と回答した教師は

76.4％、「授業でめあての提示や、振り返り（Ｃ‐time）を行うことは効果的であった」と回答

した教師は 94.1％であり、生徒は 87.3％であった。2年間の取組が、授業改善につながったこ

とが伺える。 

また、「テストウィークス」の取り組みでは、中学校区すべての小学校で、家庭学習強化週間

として、意識づくりと実践ができるようになった。 

さらに、「Ｃ-time カードによる振り返りの記録」に継続して取り組むことで、生徒の記述内

容の変容等や思考の深まりから、生徒が教科横断的に活用しようとすることや、教科で学んだ

ことを深めたり、学校生活にも活かそうとしたりしている。 

以上のことから、本研究は、主体的に学習に取り組み、学んだことを進んで活かそうとする

生徒の育成に効果があったといえる。 

この２年間の取り組みから三つのことが結論づけられた。一つ目は、「課題の設定」、「まとめ」、

「振り返り」の三つのセット化による学びの改善が確実に行え、生徒の主体的な学びの実現に

つながること。二つ目は、ペア・グループ・一斉等の多様な形態で対話的な学びが実現し、効

果的であること。三つ目は、「Ｃ-time」の充実によって、生徒が教科横断的に活用しようとす

ることや、教科で学んだことを深めようとして主体的な学び・深い学びが充実すること。これ

らの三点を検証できるように、単元の最後の授業作りの工夫や活用問題を作成に取り組むこと

で、単元設計や年間指導計画の設計を見直し、「単元末や学年末、卒業時に何を身に付けなけれ

ばならないか」という教育の成果から逆向きに発想する「逆向き設計」の視点を取り入れるこ

とができ、新学習指導要領が目指す「社会に開かれた学び」の実現に繋がることがわかった。 

 

７ 課題 



  生徒及び職員を対象としたアンケートから、本校の活用力を高める主体的・対話的で深い学

びを通した授業実践の取り組みは深まった。しかし、平成２９年度佐賀県学習状況調査１２月

調査の活用問題の正答率は、１年社会・数学・理科、２年数学で県平均を 10％以上下回る結果

となった。 

「Ｃ-time」の取り組みは、生徒の活用力を高めるために必要不可欠であるが、実施にあたっ

ては、多くの時間を割く結果になった教科もあったので、教科の特性や学習内容等を考慮して

の検討を重ねていく必要がある。 

その一方で、全国調査や県調査などの結果等から、学力の向上のためには、基礎・基本の定

着を図りながら実践することが重要であることが鮮明となった。学力向上は、私たち教師にと

って至上命題である。そのためには、授業で学んだことを確実に定着させる時間の確保が必要

である。今回の指定事業を受けて、観点別正答率や問題に対して本校生徒の傾向等を分析しな

がら、授業改善を行うことが必要である。一方、平成２９年度２回目の学校評価の結果では、

「家庭学習の充実を図っている」と回答した生徒は 71.8％（前年比－6.7％）、同様に回答した

保護者は 69.1％（前年比－5.7％）であり、前年度からの減少が目立つ結果となった。学習内

容の定着を確実にするためには、家庭学習は必要不可欠である。本校では、以前より全学年で

自学ノートの取り組みを行っており、その提出率も高い。しかし、残念ながら毎日１ページの

自主学習も形骸化し、生徒の役目すましに終わっている生徒が少なからずいるのが実情である。

また、朝読書の時間の本も、自由に選ばせているが、課題図書などを読むようにすすめること

も考えられる。今後は、日々の生徒の学習環境や内容に対して改善を図る必要がある。さらに、

継続的に、主体的・対話的で深い学びとなるように研究をすると共に学習状況調査に反映する

ことができるように取り組んでいかなければならない。 


